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福
岡
地
本
は
、
２
０
１
３
新

春
の
集
い
の
な
か
で
、
長
き
に

渡
り
組
合
員
の
世
話
役
活
動
に

努
め
ら
れ
て
き
た
元
分
会
長
に

対
し
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
称

え
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。 

 

永
年
分
会
長
表
彰
は
、
福
岡

地
本
が
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
方
に

贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
感

謝
状
を
贈
っ
た
の
は
、
江
頭
秋

男
さ
ん
（
前
博
多
工
務
連
合
分

会
）
、
清
原
弘
徳
さ
ん
（
Ｊ
Ｒ

九
州
旅
行
北
九
州
分
会
）
、
有

吉
政
利
さ
ん
（
小
倉
第
二
営
業

所
分
会
）
の
３
名
で
、
岩
永
委

員
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

 

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
博
多

工
務
連
合
分
会
書
記
長
の
宮
本

圭
二
さ
ん
（
江
頭
さ
ん
は
体
調

不
良
に
よ
り
欠
席
）
が
代
理
で

挨
拶
。
「
こ
れ
ま
で
７
年
間
、

分
会
長
と
し
て
、
み
ん
な
は
一

人
の
た
め
に
、
一
人
は
み
ん
な

の
た
め
に
の
精
神
で
、
組
合
員

の
世
話
役
活
動
に
従
事
し
て
き

た
。
分
会
長
と
し
て
の
苦
労
話

は
尽
き
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
も

後
輩
た
ち
を
全
面
的
に
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
き
、
分
会
を
は
じ

め
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
さ
ら
な

る
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
」
と
、
謝
辞
を
代
読
さ
れ
る

と
、
会
場
か
ら
は
盛
大
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
３
名
の
み
な
さ
ま
、
こ
れ
ま

で
の
世
話
役
活
動
、
大
変
お
つ

か
れ
さ
ま
で
し
た
。 

【
お
こ
と
わ
り
】
紙
面
構
成
の
都
合
に
よ
り
、
今
月
の
「
福
岡
地
本
の
顔
」
と
「
ノ
ー
サ
イ
ド
」
は
お
休
み
し
ま
す
。 

 本部は、２０１３年の春闘に先駆け、全員参加の春闘を構築するために、春闘スローガン

を募集しました。各地本より１０７作品、うち福岡地本からは１９作品の応募があり、先日

行われた、第25回定期中央委員会のなかで投票が行われました。 

 投票の結果、櫻井 祐樹さん（博多新幹線乗務所分会）の「賃上げで 景気回復明るい未

来、今こそ団結を！」が最優秀賞に選ばれ「地本２０１３新春の集い」のなかで表彰式が行

われました。 

 福岡地本では、２０１２春闘スローガンにおいても、最優秀賞に選ばれており、２年連続

の栄えある受賞となりました。なお、入賞した作品については、春闘総決起集会やＪＲ九州

労組新聞、本紙のなかで活用していく予定です。春闘スローガンを大いに活用し、２０１３

春闘勝利にむけて、行動を展開していきましょう。入賞作品については以下の通りです。 

 

【優秀賞】 

 「生活向上 みんなの願い 春闘勝利 ２０１３」      熊本新幹線工務所分会  奈須 亮二さん 

 「今こそ 働く者の力を結集し春闘勝利」          熊本新幹線工務所分会  上村 康治さん 

 「賃金引き上げ！ 生活改善！示そう我らの底力！」    宮崎乗務分会                上野  真さん 

 

  ～最優秀賞を受賞した櫻井 祐樹さんのコメント～ 

 

日時：  2013年３月9日（土）  10：30開会（10：00より受付） 

場所：  福岡センタービル 10Ｆ 

議事：  ・経過報告、当面する活動方針（案）     

      ・2012年度暫定予算（案） 

      ・その他     

 

主
催
者
を
代
表
し
て
、
岩
永
委

員
長
は
、
冒
頭
「
１
月
の
北
九
州

市
議
会
議
員
選
挙
は
、
胸
を
張
っ

て
報
告
で
き
る
結
果
に
は
至
ら
な

か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
暖
か
い

ご
支
援
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
」

と
、
組
合
員
・
家
族
・
支
援
者
に

対
し
謝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に

「
昨
年
末
か
ら
重
大
労
災
事
故
が

連
続
し
て
発
生
し
て
い
る
状
況
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
事
故
の
発
生

し
た
背
景
に
つ
い
て
、
労
働
組
合

と
し
て
も
、
し
っ
か
り
検
証
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
２
０

１
３
春
闘
も
始
ま
っ
た
。
福
岡
地

本
も
、
本
部
の
背
中
を
後
押
し
し

な
が
ら
、
春
闘
勝
利
に
む
け
て
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。
ま

た
、
今
年
９
月
に
は
、
分
会
の
組

合
員
が
主
人
公
と
な
る
よ
う
な
、

地
本
版
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行

う
。
こ
れ
か
ら
の
若
い
組
合
員

が
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
を
リ
ー
ド
し

て
い
く
礎
を
築
い
て
い
け
る
よ
う

な
組
織
を
造
っ
て
い
き
た
い
」
と

３
点
に
つ
い
て
所
信
を
述
べ
ま
し

た
。
（
＝
写
真
） 

 

そ
の
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
、
参
加
者
同
士
の
融
和
を
図
り

な
が
ら
、
２
０
１
３
春
闘
勝
利
を

は
じ
め
、
中
間
地
方
選
挙
勝
利
に

む
け
た
取
り
組
み
や
、
組
織
機
構

の
見
直
し
な
ど
、
当
面
す
る
諸
課

題
の
解
決
に
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
決
意
を
参
加
者
全
員
で
確

認
し
、
最
後
に
小
山
福
岡
地
本
青

年
・
女
性
委
員
長
の
、
力
強
い
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
り
ま

し
た
。 

 

福
岡
地
本
は
２
月
16
日
、
北
九
州
市
で
「
２
０

１
３
新
春
の
集
い
」
を
開
き
、
関
係
労
働
団
体
や
友

誼
団
体
、
地
本
議
員
団
、
グ
ル
ー
プ
労
組
の
代
表
な

ど
多
く
の
来
賓
が
出
席
す
る
な
か
、
２
０
１
３
春
季

生
活
闘
争
を
は
じ
め
、
中
間
地
方
選
挙
勝
利
に
む
け

た
取
り
組
み
な
ど
、
当
面
す
る
諸
課
題
の
解
決
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。 

 

昨
年
の
８
月
に
導
入
さ

れ
た
新
型
ア
ル
コ
ー
ル
検

知
器
。
福
岡
地
本
は
、
こ

れ
ま
で
も
地
本
定
期
大
会

で
、
各
乗
務
員
区
所
で
統

一
し
た
取
扱
い
が
さ
れ
て

い
な
い
な
ど
の
代
議
員
発

言
を
受
け
、
本
紙
ト
ラ
イ

で
問
題
提
起
を
行
う
と
と

も
に
、
各
職
場
で
の
意
見

を
取
り
い
れ
な
が
ら
、
会

社
と
交
渉
を
行
い
、
改
善

に
む
け
て
要
請
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

し
、
そ
れ
以
降
も
検
査
結

果
に
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を

得
な
い
状
況
が
発
生
す
る

な
ど
問
題
が
出
て
お
り
、

現
場
か
ら
は
不
満
の
声
が

出
て
い
ま
す
。 

 

福
岡
地
本
は
、
こ
れ
ら

の
問
題
を
は
じ
め
、
本
部

第
二
次
総
対
話
集
会
の
な

か
で
も
、
検
知
器
の
改
善

を
求
め
る
意
見
が
続
出
し

て
い
る
状
況
か
ら
、
２
月

20
日
に
「
ア
ル
コ
ー
ル
検

知
器
に
関
す
る
申
し
入

れ
」
と
し
て
、
申
６
号
を

会
社
に
提
出
し
ま
し
た
。 

 

今
後
、
ア
ル
コ
ー
ル
検

知
器
の
信
憑
性
や
改
善

策
、
異
常
反
応
と
思
わ
れ

る
場
合
の
取
扱
い
に
つ
い

て
、
会
社
と
協
議
を
行
い

な
が
ら
、
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
会
社
の
意
向
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
と
と

も
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
検
知

器
の
改
善
に
む
け
て
、
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

 このような栄えある賞を頂き、ありがとうございま

す。受賞の一報を受けたときは正直驚きました。 

 実質賃金が上がらず、サラリーマンにとって景気回

復を実感できない、今の世の中において、賃金を引き

上げることが、更なる労働意欲の向上、個人消費回復

と、デフレ脱却にも繋がるとの想いを込めて応募しま

した。私も分会の青年・女性委員会常任委員として、

２０１３春闘を盛り上げていきたいです。 


